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四
月
九
日
、
本
所
に

て
第
二
十
三
回
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
代
定
数
二
四
八

名
に
対
し
て
、
本
人
出

席
が
一
三
一
名
、
書
面

出
席
が
七
五
名
、
代
理

人
出
席
が
二
名
の
合
計

二
〇
八
名
が
出
席
（
出

席
率
八
四
％
）
さ
れ
、

定
刻
の
午
後
一
時
三
〇

分
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

先
人
の
功
績
を
偲

び
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

黒
田
洋
一
組
合
長
の

開
会
挨
拶
に
続
い
て
、

横
山
茂
沼
田
町
長
、
熊

谷
和
也
ホ
ク
レ
ン
岩

見
沢
支
所
長
が
来
賓

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
議
長

に
山
田
尚
史
さ
ん
（
秩

父
別
地
区
・
稲
豊
）
を

選
出
し
議
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
七
年
度
決
算
報

告
・
監
査
報
告
等
の
報

告
事
項
、
主
な
決
議
事
項
と
し
て
、

将
来
に
わ
た
り
主
食
用
米
と
し
て
米

の
主
産
地
形
成
を
は
か
り
、
一
元
集

荷
体
制
に
よ
る
有
利
販
売
を
目
指
す

た
め
の
集
荷
奨
励
対
策
を
継
続
的
に

実
施
し
、
主
食
で
あ
る
米
の
安
定
供

給
を
果
た
す
取
り
組
み
。
適
正
施
肥

と
肥
料
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
土
壌

診
断
の
実
施
。

　

ま
た
、
令
和
八
年
度
の
農
畜
産

物
生
産
販
売
総
合
計
画
は
一
五
九

億
二
四
七
三
万
円
（
過
年
産
農
産

物
精
算
金
・
品
代
相
当
政
策
支
援

金
含
む
）、
当
期
未
処
分
剰
余
金
は

二
億
五
四
八
九
万
円
と
す
る
な
ど
、
予

定
し
て
い
た
全
六
議
案
が
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議長を務められた山田尚史さん
（秩父別地区・稲豊）

第
二
十
三
回北い

ぶ
き
農
業
協
同
組
合
　
通
常
総
代
会
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昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
水
稲
に

お
い
て
は
、
春
の
融
雪
期
が
遅
れ
た
も

の
の
移
植
ま
で
比
較
的
順
調
に
推
移
し

ま
し
た
。
移
植
後
に
一
時
期
低
温
と
強

風
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
天
候

は
回
復
し
ま
し
た
。
六
月
か
ら
七
月
に

か
け
て
記
録
的
な
高
温
に
な
る
日
が
続

き
、
急
激
な
気
候
変
動
に
よ
り
、
茎
数

が
十
分
に
確
保
さ
れ
な
い
ま
ま
、
登
熟

期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
作
柄
は
豊
作
基
調
で
あ
り
、

三
地
区
合
わ
せ
て
五
三
万
俵
を
超
え
る

集
荷
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
品

質
面
に
お
い
て
は
、
被
害
粒
が
例
年
よ

り
多
い
状
況
で
あ
っ
た
も
の
の
、
農
家

皆
さ
ま
の
努
力
に
よ
り
、
良
い
出
来
秋

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
改
め
て
農
家
・
組
合
員
皆
さ
ま
に
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

そ
の
ほ
か
花
卉
蔬
菜
は
高
温
の
影
響

で
全
般
的
に
作
柄
が
振
る
わ
ず
、
厳
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
畑
作
に
お
い

て
麦
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
大

豆
が
収
量
・
品
質
共
に
良
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
作
柄
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
高
米
価
の
影
響
が
大
き
く
、
令
和

七
年
度
農
畜
産
物
販
売
支
払
高
は
政
策

支
援
金
を
含
め
二
一
八
億
円
に
上
り
、

前
年
よ
り
五
八
億
円
増
加
の
大
き
な
成

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね

て
生
産
者
皆
様
に
対
し
、
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

農
協
事
業
に
お
い
て
、
農
畜
産
物
販

売
額
の
増
加
に
よ
り
貯
金
高
が
前
年
対

比
五
一
億
円
増
加
の
六
二
九
億
円
。
購

買
事
業
に
お
い
て
温
床
資
材
や
農
機
車

輌
の
供
給
高
が
計
画
を
大
き
く
上
回
る

実
績
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
展
開
に
よ
り
、
収

支
決
算
は
税
引
前
当
期
利
益
三
億
九
，

五
二
一
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
剰
余
金
処
分
案
に
お
い
て
出

資
配
当
一
，
三
一
八
万
円
、
事
業
分
量

配
当
一
億
五
，
三
五
五
万
円
、
合
わ
せ

て
一
億
六
，
六
七
三
万
円
配
当
の
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
組
合
員
を

は
じ
め
と
す
る
ご
利
用
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

最
近
の
中
東
情
勢
に
よ
る
肥
料
、
燃

料
、
資
材
の
高
騰
の
懸
念
、
米
の
需
給

緩
和
に
よ
る
米
価
の
低
迷
の
懸
念
等
、

情
勢
変
化
に
不
安
材
料
が
山
積
す
る
中

で
あ
り
ま
す
が
、
農
協
は
民
主
的
運
営

を
基
本
と
し
、
皆
様
の
意
見
を
十
分
に

く
み
取
り
、
よ
り
良
い
運
営
に
力
を
注

ぐ
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

北
い
ぶ
き
農
協
が
目
指
す
の
は
、
組

合
員
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
人
た
ち

の
幸
せ
に
貢
献
で
き
る
組
織
で
す
。
皆

様
と
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
農
協
事

業
へ
結
集
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
人
は
万
人

の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
更

な
る
結
集
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出席された総代の皆さんへ開会挨拶をする
JA 黒田組合長

秩父別地区受付

妹背牛地区受付

沼田地区受付

黒
田
組
合
長
　
開
会
挨
拶
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三
月
三
十
日
・
三
十
一
日
に
各
地
区

に
お
い
て
農
事
組
合
別
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

四
月
九
日
開
催
の
第
二
十
三
回
通
常

総
代
会
に
関
す
る
事
項
、
う
る
ち
米
を

巡
る
情
勢
に
つ
い
て
、令
和
八
年
産「
生

産
の
目
安
」
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
な

ど
二
二
項
目
に
わ
た
り
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
組
合
員
か
ら
は
多
く
の

意
見
や
質
問
、
要
望
を
い
た
だ
き
、
今

後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
活
か
せ
る
よ
う
に
役

職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

三
月
十
三
日
秩
父
別
地
区
、
十
六
日

沼
田
地
区
、
十
九
日
妹
背
牛
地
区
に
て

第
一
回
現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
水
稲
に
関
し

て
融
雪
の
促
進
に
つ
い
て
、
苗
床
準
備

か
ら
播
種
作
業
ま
で
の
乾
燥
化
に
つ
い

て
、
ま
た
、
玄
米
品
質
低
下
の
要
因
と

対
策
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

畑
作
に
関
し
て
は
、
秋
ま
き
小
麦
の

生
育
状
況
、
管
理
作
業
、
病
害
虫
対
策

等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
か
ら
は
ザ
ル
ビ
オ
の
利

用
に
つ
い
て
、
私
費
工
事
の
取
り
ま
と

め
、
農
業
後
継
者
の
従
事
実
態
調
査
、

ア
ル
バ
イ
ト
紹
介
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ

「
d
ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
に
つ
い
て
と
多

岐
に
わ
た
り
ご
報
告
・
ご
案
内
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
　
春
季

地
区
別
組
合
員
と
の

懇
談
会

妹背牛地区

秩父別地区

妹背牛地区 沼田地区

沼田地区 秩父別地区

第
一
回
　
現
地
研
修
会
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
に
よ
る

「
令
和
七
年
度
信
用
事
業
優
績

表
彰
」
重
点
推
進
項
目
表
彰
に

お
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
が
「
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
ロ
ー
ン
」、「
年
金
口
座
部

門
」
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
、
四
月
十
三
日
に
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
様
に

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
身
近
で
便
利
な
金

融
機
関
を
目
指
し
て
推
進
活
動

を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
七
年
度

北
海
道
信
用
事
業

優
績
J
A
表
彰

当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
で
組
織
さ
れ
る
北
空
知
広
域

農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
会
長
：
黒
田
洋
一
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

組
合
長
）
は
四
月
三
日
、
深
川
市
役
所
に
て
北
空
知
圏
学
校

給
食
組
合
（
組
合
長
：
田
中
昌
幸
深
川
市
長
）
へ
北
空
知
産

の
な
な
つ
ぼ
し
二
．
五
ｔ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
深
川
、
妹
背

牛
、
秩
父
別
、
沼
田
、
北
竜
の
一
市
四
町
の
児
童
・
生
徒
・

教
職
員
な
ど
合
わ
せ
て
約
一
八
〇
〇
人
の
一
か
月
分
の
給
食

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

黒
田
会
長
は
「
農
家
の
み
な
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
育
て
た

お
米
を
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
、

元
気
で
、健
や
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
か
ら
続
く
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
産
地
消

や
食
育
、
給
食

費
の
負
担
軽
減

を
目
的
と
し
て

お
り
、
田
中
市

長
か
ら
黒
田
会

長
と
岩
田
会
長

代
理
（
Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
組
合

長
）
へ
感
謝
の

言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

北
海
道
が
主
催
す
る
令
和
七
年
度
北
海
道
指
導
農
業
士
・
北

海
道
農
業
士
称
号
贈
呈
式
が
二
月
十
六
日
、
札
幌
市
の
共
済

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
関
吉
淳
さ
ん
（
妹
背
牛
地
区
・
妹
背
牛
南
）

が
「
北
海
道
指
導
農
業
士
」
に
、伊
藤
達
矢
さ
ん
（
妹
背
牛
地
区
・

妹
背
牛
中
央
）
と
神
藤
武
志
さ
ん
（
妹
背
牛
地
区
・
妹
背
牛
北
）

が
「
北
海
道
農
業
士
」
に
認
定
さ
れ
、
報
告
の
た
め
に
来
組
さ

れ
ま
し
た
。

「
北
海
道
指
導
農
業
士
」
は
、
経
営
能
力
に
優
れ
担
い
手
の
育

成
や
地
域
農
業
の
振
興
な
ど
に
強
い
熱
意
と
指
導
性
が
あ
り
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農
業
者
を
、「
北

海
道
農
業
士
」
は
経
営
改
善
や
地
域
農
業
の
振
興
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
地
域
農
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
よ
り
一
層
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る

農
業
者
を
そ
れ
ぞ

れ
市
町
村
長
の
推

薦
に
よ
り
北
海
道

知
事
が
認
定
し
て

い
ま
す
。

三
名
に
は
地
域

農
業
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
大
い
に
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま

す
。

左から岩田会長代理（JA きたそらち組合長）、田中組合長（深川市
長）、黒田会長（JA 北いぶき組合長）

左から神藤武志さん、関吉淳さん、伊藤達矢さん、ＪＡ黒田組合長

北
海
道
指
導
農
業
士
、

北
海
道
農
業
士
　
認
定
報
告

北
空
知
学
校
給
食
米
贈
呈
式
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三
月
三
日
、
北
い
ぶ
き
花
卉
蔬
菜
振

興
協
議
会
（
廣
田
和
行
会
長
）
は
、
沼

田
町
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
第

二
十
二
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。廣

田
会
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和
七

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
・

監
査
報
告
、
令
和
八
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
滞
り

な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
役
員
改
選
に
伴
う
令
和
八
・

九
年
度
の
役
員
体
制
は
次
の
通
り
で

す
。

会
　
　
長
　
松
永
　
　
徹
（
秩
父
別
）

副
会
長
　
宮
西
　
貴
志
（
秩
父
別
）

監
　
　
事
　
廣
田
　
和
行
（
沼
　
田
）

監
　
　
事
　
定
講
　
保
男
（
妹
背
牛
）

（
敬
称
略
）

三
月
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
大
豆

生
産
組
合
（
加
藤
学
組
合
長
）
は
、
沼

田
町
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
第

十
七
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

通
常
総
会
前
に
は
、
栽
培
講
習
会
を

実
施
し
、
Ｊ
Ａ
関
﨑
雅
行
技
術
指
導
員

か
ら
令
和
七
年
産
ス
ズ
マ
ル
Ｒ
大
豆
に

つ
い
て
実
証
圃
で
の
調
査
報
告
や
令
和

八
年
産
栽
培
基
準
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

加
藤
組
合
長
挨
拶
後
、
令
和
七
年
産

大
豆
の
優
良
表
彰
を
行
い
、
一
〇
ａ
当

た
り
の
収
量
と
自
主
検
査
等
級
か
ら
上

位
成
績
の
高
橋
成
明
さ
ん
（
妹
背
牛
）、

東
隼
人
さ
ん
（
秩
父
別
）、
向
井
正
浩

さ
ん
（
秩
父
別
）、澤
田
修
一
さ
ん
（
沼

田
）、
杉
本
留
理
子
さ
ん
（
沼
田
）、
越

智
聡
さ
ん
（
沼
田
）、
込
山
英
毅
さ
ん

（
沼
田
）、
宮
田
茂
樹
さ
ん
（
沼
田
）
を

表
彰
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
加
藤
組
合
長
が
議
長
を
務

め
、
上
程
さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
二
月
四
日
か
ら
六
日
に
か

け
て
実
施
し
た
関
西
方
面
へ
の
ユ
ー

ザ
ー
訪
問
に
つ
い
て
鵜
野
翔
太
さ
ん

（
沼
田
）、
藤
岡
誠
さ
ん
（
秩
父
別
）
よ

り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
に
伴
う
令
和
八
・
九

年
度
の
役
員
体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

組
合
長　

植
田
　
里
志
（
秩
父
別
）

副
組
合
長　

込
山
　
英
毅
（
沼　

田
）

理　
　

事　

堀
　
　
祐
介
（
沼　

田
）

　
　
　
　
　

下
口
　
隆
幸
（
沼　

田
）

　
　
　
　
　

岸
上
　
敏
之
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　
　

岩
渕
　
佑
介
（
沼　

田
）

監　
　

事　

馬
渕
　
寿
亘
（
沼　

田
）

　
　
　
　
　

藤
岡
　
　
誠
（
秩
父
別
）

（
敬
称
略
）

北
い
ぶ
き
大
豆
生
産
組
合

北
い
ぶ
き
大
豆
生
産
組
合

通
常
総
会
・
栽
培
講
習
会

通
常
総
会
・
栽
培
講
習
会

北
い
ぶ
き
花
卉
蔬
菜
振
興
協
議
会
　

通
常
総
会
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就
農
し
た
き
っ
か
け

学
生
時
代
は
、
将
来
農
家

を
継
ぎ
た
い
と
思
っ
た
時

期
、
農
家
に
は
な
り
た
く

な
い
と
思
っ
た
時
期
、
両
方

あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
就
農
す
る
き
っ
か
け
は
、

花
の
春
作
業
を
手
伝
っ
て
い

た
時
に
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

な
管
理
を
し
て
、
ど
の
よ
う

な
花
が
咲
く
の
か
興
味
を

持
っ
た
こ
と
で
し
た
。
現
在

で
は
毎
年
環
境
や
天
候
が
変

化
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
、

様
々
な
人
や
資
料
か
ら
学
ぶ

農
業
の
奥
深
さ
を
楽
し
く
感

じ
、
日
々
営
農
に
励
ん
で
い

ま
す
。

農
業
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
想
い

目
標
は
、
両
親
が
続
け
て
き
た
稲
作

と
施
設
園
芸
を
両
立
す
る
こ
と
で
す
。

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ブ
ラ
ン
ド
力

も
あ
る
水
稲
の
栽
培
技
術
を
学
び
つ

つ
、
切
り
花
の
産
地
と
し
て
は
道
内
最

大
級
の
北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組

合
を
構
成
す
る
一
員
と
な
り
、
そ
の

発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
成
り
手
不
足
も
あ

り
、
省
力
化
技
術
等
に
よ
る
経
営
規

模
拡
大
が
ト
レ
ン
ド
の
な
か
で
は
あ

り
ま
す
が
、
自
分
の
手
で
触
れ
て
よ

く
観
察
す
る
ア
ナ
ロ
グ
な
農
業
も
大

切
に
営
農
し
て
い
き
た
い
で
す
。

青
年
部
活
動
に
つ
い
て

私
の
周
り
の
農
家
は
同
世
代
が
少

な
く
、
同
じ
年
齢
は
一
人
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
青
年
部
に
入
っ
て

多
く
の
地
域
の
先
輩
方
と
交
流

で
き
る
こ
と
、
友
達
と
い
え
る

人
が
で
き
た
こ
と
は
、
営
農
す

る
う
え
で
も
人
生
に
と
っ
て
も

大
き
な
支
え
に
な
る
も
の
で
す
。

地
域
の
お
祭
り
や
行
事
の
手
伝

い
な
ど
、
多
く
の
人
数
で
地
域

活
動
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
嬉

し
く
感
じ
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら

も
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参

加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
先
、
部
員
数
は
減
少
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
が
、
少
人
数

で
も
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
な

が
ら
、
青
年
部
を
存
続
さ
せ
て

い
け
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

家
族
へ
の
想
い

私
が
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

あ
と
数
年
で
離
農
を
考
え
て
い
た
で

あ
ろ
う
両
親
に
は
感
謝
の
気
持
ち

と
、
少
し
申
し
訳
な
い
気
持
ち
も
あ

り
ま
す
。
力
を
借
り
る
場
面
が
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
話
し
合
い
を

重
ね
な
が
ら
持
続
可
能
な
農
業
を
考

え
、
継
い
で
く
れ
て
良
か
っ
た
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

我
か

部
べ

山
や ま

　雄
ゆ う

太
た

さん
秩父別地区・北新農事組合

作付品目
水稲、花き、そば
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理
事
会
報
告

第
一
回
理
事
会
〈
三
月
十
一
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

監
事
会

〇
令
和
八
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

管
理
本
部

〇
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

〇
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

〇
令
和
七
年
度
単
体
自
己
資
本
比
率
に

つ
い
て

〇
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つ
い

て
〇
令
和
七
年
度　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て

〇
令
和
七
年
度
余
裕
金
の
運
用
実
績
に

つ
い
て

〇
「
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
開
示
等
に
関

す
る
手
続
要
領
」
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

〇
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

〇
定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て

〇
農
業
倉
庫
の
建
設
に
つ
い
て

〇
令
和
八
年
度
中
途
採
用
、
並
び
に
令

和
九
年
度
職
員
の
採
用
計
画
に
つ
い

て
金
融
共
済
事
業
本
部

〇
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
〇
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構

築
に
か
か
る
指
針
」
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

〇
令
和
八
年
度
農
協
女
性
部
の
新
役
員

に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

〇
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
一
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

令
和
七
年
度
資
産
自
己
査
定
結
果
に

つ
い
て

議
案
第
二
号

　

随
時
監
査
（
資
産
自
己
査
定
・
減
損

会
計
）
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　
「
農
地
信
託
規
程
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
四
号

　
「
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
」
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

第
二
三
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日
時

に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

第
二
三
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に

つ
い
て

議
案
第
七
号

　

余
裕
金
の
預
入
先
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
管
理

手
続
き
に
定
め
る
年
次
運
用
方
針
に

つ
い
て

議
案
第
九
号

　

借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
十
号

　

外
部
出
資
先
に
対
す
る
信
用
供
与
等

の
限
度
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

令
和
八
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計

画
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号

　

定
款
第
五
十
五
条
第
一
項
第
九
号
、

第
十
号
、
第
十
一
号
に
定
め
る
信
用

供
与
等
の
限
度
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号

　

理
事
者
に
対
す
る
貯
金
担
保
貸
付
・

共
済
担
保
貸
付
の
具
体
的
包
括
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
十
五
号

　

目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
十
六
号

　

販
売
手
数
料
お
よ
び
施
設
利
用
料
の

設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
七
号

　

共
同
計
算
の
実
施
単
位
お
よ
び
収
支

項
目
、
精
算
方
針
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
八
号

　
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
規
程
」、

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
要
領
」

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
十
九
号

　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
一
回
臨
時
理
事
会

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

定
款
第
五
五
号
第
一
項
第
十
二
号
に

定
め
る
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ

い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
七
年
度（
第
二
十
三
事
業
年
度
）

貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
注
記

表
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

令
和
七
年
度（
第
二
十
三
事
業
年
度
）

事
業
報
告
・
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い

て
議
案
第
四
号

　

令
和
八
年
度（
第
二
十
四
事
業
年
度
）

事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

令
和
七
年
度
会
計
監
査
法
人
（
み
の

り
監
査
法
人
）
か
ら
の
監
査
結
果
に

つ
い
て

議
案
第
六
号

　

令
和
七
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査

報
告
書
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

〇
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

〇
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て 

〇
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て 

〇
「
機
構
図
・
業
務
分
掌
表
・
職
務
権
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限
表
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

〇
秩
父
別
地
区
役
員
選
任
推
薦
委
員
の

変
更
に
つ
い
て 

〇
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て 

〇
農
協
資
格
認
定
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
〇
減
損
会
計
基
準
に
基
づ
く
店
舗
別
収

支
状
況
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

〇
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
購
買
施
設
事
業
本
部
報
告
事
項 

〇
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
二
月

末
）
に
つ
い
て  

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

定
款
第
五
五
条
第
一
項
第
二
号
に
定

め
る
総
代
会
召
集
通
知
書
並
び
に
議

決
権
行
使
書
面
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
八
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　
「
給
与
規
程
」の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　
「
定
年
退
職
者
再
雇
用
規
程
」
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

行
政
庁
に
対
す
る
業
務
報
告
書
の
提

出
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

役
員
選
任
推
薦
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
議
案
第
七
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

出
資
金
減
口
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

〇
令
和
十
年
の
役
員
改
選
へ
向
け
た
役

員
定
数
に
つ
い
て

〇
春
季
農
事
組
合
別
組
合
員
と
の
懇
談

会
に
つ
い
て

第
二
回
臨
時
理
事
会
〈
四
月
九
日
〉

【
協
議
事
項
】

〇
令
和
八
年
度
理
事
の
報
酬
配
分
に
つ

い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

理
事
の
報
酬
配
分
と
支
給
方
法
に
つ

い
て

□
退
職
〈
三
月
三
十
一
日
付
〉

　

橋
本　

章
徳

　
　

�

秩
父
別
支
所
長 

兼 

花
卉
蔬
菜
事

業
部
長

　

田
中　
　

隆

　
　

�

秩
父
別
支
所 

営
農
推
進
課 

営
農

推
進
係

　

坂
井　

裕
紀

　
　

�

秩
父
別
支
所 

生
産
資
材
課 

生
産

資
材
係

　

市
川　

梨
花

　
　

�

妹
背
牛
支
所 

米
穀
農
産
課 

米
穀

農
産
係 

兼 

同
支
所 

花
卉
蔬
菜
課 

花
卉
蔬
菜
係

□
退
職　

準
職
員〈
三
月
三
十
一
日
付
〉

　

姫
路　

幸
弘

　
　

秩
父
別
支
所 

燃
料
課 

燃
料
係

□
新
採
用
職
員
〈
四
月
一
日
付
〉

　

吉
田　

有
斗
里

　
　

�

管
理
部 

企
画
課 

企
画
係 

兼 

同

部 

経
理
電
算
課 

経
理
電
算
係

　

澤
又　

捺
萌

　
　

共
済
事
業
部 

共
済
課 

共
済
係

　

赤
石　

朝
陽

　
　

�

生
産
資
材
事
業
部 

生
産
資
材
課

生
産
資
材
係

　

西
川　

啓
太
郎

　
　

�
秩
父
別
支
所 

営
農
推
進
課 

営
農

推
進
係

　

瀧
上　

心
音

　
　

沼
田
支
所 
貯
金
共
済
課 

貯
金
係

　

多
胡　

水
葵

　
　

�

妹
背
牛
支
所 

貯
金
共
済
課 

共
済

係

□
中
途
採
用　

職
員
〈
四
月
一
日
付
〉

　

寺
越　

佑
介

　
　

米
穀
事
業
部 

米
穀
課 

米
穀
係

　

村
本　

大
樹

　
　

妹
背
牛
支
所 

米
穀
課 

米
穀
係

　

藤
石　

眞
那

　
　

�

共
済
事
業
部 

共
済
普
及
課 

共
済

普
及
係

□
再
雇
用　

常
勤
嘱
託〈
四
月
一
日
付
〉

　

橋
本　

章
徳

　
　

内
部
監
査
室 

内
部
監
査
課
長
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妹
背
牛
町
水
稲
直
播
研
究
会
（
長

谷
浩
幸
会
長
）
は
三
月
十
日
、
妹
背

牛
支
所
に
て
令
和
七
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

森
和
則
さ
ん
が
議
長
を
務
め
、
令

和
七
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の

承
認
・
監
査
報
告
、
令
和
八
年
度
事

業
計
画
と
し
て
「
今
後
の
水
稲
経
営

を
想
定
し
安
定
し
た
直
播
栽
培
技
術

を
習
得
・
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
事
業
活
動
」、
収
支
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
八
・
九
年
度
の
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

会
　
長
　
長
谷
　
浩
幸
（
妹
背
牛
南
）

副
会
長
　
水
本
　
雅
英
（
妹
背
牛
北
）

副
会
長
　
加
藤
　
　
学
（
妹
背
牛
北
）

理
　
事
　
佐
藤
　
勇
伍
（
妹
背
牛
北
）

理
　
事
　
佐
々
木
智
彦
（
妹
背
牛
中
央
）

監
　
事
　
森
　
　
和
則
（
妹
背
牛
中
央
）

監
　
事
　
土
田
　
大
輔
（
妹
背
牛
北
）

顧
　
問
　
佐
藤
　
忠
美
（
妹
背
牛
北
）

顧
　
問
　
熊
谷
　
　
勝
（
妹
背
牛
北
）

顧
　
問
　
佐
藤
　
　
悟
（
農
業
技
術
指
導
員
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー
（
植

田
百
合
子
会
長
）
は
二
月
二
十
七
日
に

会
員
一
一
名
が
参
加
し
、
本
所
に
て
ス

マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
三
月
十
四
日
ダ
イ
ヤ

改
正
に
伴
い
Ｓ
き
っ
ぷ
が
廃
止
さ
れ
、

お
得
な
料
金
で
乗
車
す
る
場
合
は
、
え

き
ね
っ
と
で
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
、

会
員
か
ら
使
い
方
が
分
か

ら
な
い
の
で
備
え
た
い
と

の
希
望
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。

ほ
ぼ
全
員
が
初
め
て
え

き
ね
っ
と
を
利
用
す
る
た

め
、
ま
ず
初
め
に
ア
カ
ウ

ン
ト
登
録
を
行
い
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
や
パ
ス
ワ
ー

ド
設
定
な
ど
苦
労
し
な
が

ら
も
無
事
に
登
録
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

事
務
局
が
用
意
し
た
資

料
を
参
考
に
切
符
の
申
し

込
み
方
法
、
現
金
で
の
支

払
い
方
法
、
予
約
の
キ
ャ

ン
セ
ル
等
の
流
れ
を
確
認

し
ま
し
た
。

最
後
は
乗
り
遅
れ
た
場

合
の
操
作
方
法
な
ど
の
注

意
点
を
確
認
し
、
教
室
は

終
了
し
ま
し
た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー

ス
マ
ホ
教
室 

妹
背
牛
町
水
稲
直
播
研
究
会通常

総
会

新役員の皆さん
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Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
妹
背
牛

年
金
友
の
会
（
坂
口
勝
明

会
長
）は
三
月
二
十
六
日
、

妹
背
牛
町
民
会
館
に
て
第

二
十
三
回
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。　

六
十
三
名
の
会
員
が
参

加
さ
れ
、
渡
会
久
美
子

副
会
長
の
開
会
の
言
葉
で

始
ま
り
、
坂
口
勝
明
会
長

よ
り
、「
今
年
は
気
温
が

高
く
雪
解
け
も
進
み
ま
し

た
。
昨
今
の
物
価
高
騰
で

大
変
厳
し
い
時
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
よ
り
良

い
事
業
を
行
っ
て
参
り
た

い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
議
案
に
つ

い
て
承
認
を
う
け
議
事
が

終
了
し
、
寺
岡
利
雄
副
会

長
の
閉
会
の
言
葉
で
総
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
り
の
際
は
、

弁
当
や
総
会
記
念
品
な

ど
が
会
員
に
配
ら
れ
ま
し

た
。

女
性
部
沼
田
支
部
寿
会
（
横
山
和
子

会
長
）
は
三
月
九
日
、
ま
ち
な
か
ほ
っ

と
タ
ウ
ン
に
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、

会
員
一
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支

決
算
や
令
和
八
年
度
計
画
案
な
ど
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
役

員
改
選
を
行
い
ま
し
た
が
、
令
和
七
年

度
の
役
員
を
務
め
た
四
名
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

会
　
長
　
横
山
　
和
子
（
沼
田
東
部
東
）

副
会
長
　
野
上
喜
美
子
（
沼
田
中
部
）

理
　
事
　
須
網
　
敏
子
（
沼
田
西
部
）

監
　
事
　
沼
本
　
幸
子
（
沼
田
東
部
西
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
沼
田
支
部
寿
会  

通
常
総
会
妹
背
牛
年
金
友
の
会  

通
常
総
会
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女
性
部
秩
父
別
支
部
（
山
本
清
美
支
部
長
）
は
、
三
月
九
日
・

十
三
日
に
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園
く
る
み
、
秩
父
別
学
園
、
教

育
委
員
会
、
和
敬
園
、
加
工
セ
ン
タ
ー
く
る
り
の
五
か
所
に
計

一
一
一
枚
の
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
毎
年
部
員
に
呼
び
か
け

を
行
い
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

秩
父
別
学
園
で
は
増
築
し
た
校
舎
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

勉
学
に
励
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、
少
し
で
も
寄
贈
し
た
タ

オ
ル
が
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

寄
贈
先
の
ど
の
関
係
機
関
か
ら
も
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

次
年
度
も
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

退
職
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
秩
父
別
農
業
協
同
組
合
に
奉
職
し
、
そ
し
て
北
い
ぶ
き
農
業

協
同
組
合
と
三
十
八
年
の
永
き
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
、
三
月

末
を
も
っ
て
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
職
員
の
皆
様
、
そ

し
て
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
充
実
し
た
年
月
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通
じ
て
培
っ
た
ご
縁
や
学
び
は
、
私
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
は
、
再
雇
用
で
引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
、
微
力
な
が
ら

貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
、ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
組
合
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

永
年
に
わ
た
り
大
変
お
世
話

に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

秩
父
別
支
所
長

橋
　
本
　
章
　
徳

北
海
道
農
協
職
員
資
格
認

定
試
験
に
つ
い
て
、
当
Ｊ
Ａ

か
ら
の
合
格
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
中
級
】

（
令
和
七
年
十
二
月
十
九
日
）

　
生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課

川
橋　

拳
悟

【
初
級
】

（
令
和
七
年
十
一
月
二
十
一
日
）

　

金
融
事
業
部
貯
金
課

越
浦
絵
里
香

　

共
済
事
業
部
共
済
課

小
西　
　

瑛

　

施
設
事
業
部
燃
料
課

久
保　

早
苗

　

妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課

十
亀
美
保
子

　

金
融
事
業
部
貯
金
課

宇
野　

沙
知

取
得
し
た
資
格
を
十
分
に
活

か
し
、
今
後
よ
り
一
層
職
務
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

退
職
の
ご
挨
拶

北
海
道
農
協
職
員

資
格
認
定
試
験

合
格
者

女
性
部
秩
父
別
支
部タ

オ
ル
寄
贈和敬園にて
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共済事業部共済普及課に配属になりまし
た。
一日でも早く業務を理解し、皆様に共済

を分かりやすくご提案できるよう努力いた
します。宜しくお願いいたします。

藤
ふじ

石
いし

　眞
ま

那
な

共済事業部共済普及課
共済普及係

西
にし

川
かわ

　啓
けい

太
た

郎
ろう

秩父別支所営農推進課
営農推進係

秩父別支所営農推進課に配属になりまし
た。JA職員として一早く業務を覚え、組
合員の皆様のお役に立てるよう、精一杯精
進してまいりますので、これからどうぞ宜
しくお願いいたします。

吉
よし

田
だ

　有
ゆ

斗
と

里
り

管理部企画課・経理電算課に配属となり
ました。
JA職員として、日々の仕事に真摯に向

き合い、組合員の皆様に貢献していけるよ
う精一杯努めていきます。これからどうぞ
よろしくお願いいたします。

管理部企画課企画係兼
同部経理電算課経理電算係

令和8年度　新採用職員紹介

村
むら

本
もと

　大
だい

樹
き

妹背牛支所米穀課に配属になりました。
末永く農協に貢献していきたいと考えて

おりますのでよろしくお願いいたします。

妹背牛支所米穀課米穀係

多
た

胡
ご

　水
みず

葵
き

妹背牛支所貯金共済課共済係になりまし
た。
一日でも早く皆様に顔と名前を覚えても

らえるよう精一杯頑張っていきます。これ
からよろしくお願いします。

妹背牛支所貯金共済課共済係

澤
さわ

又
また

　捺
なつ

萌
め

共済事業部共済課に配属になりました。
ＪＡ職員として少しでも早く一人前にな

れるよう精一杯頑張って参りますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

共済事業部共済課共済係

寺
てら

越
こし

　佑
ゆう

介
すけ

米穀事業部米穀課米穀係
米穀事業部米穀課に配属となりました。
前職は新卒から七年ほど IT系企業に勤

めておりました。
違う畑からの転職となり JA職員として

覚えることが多いですが、一日でも早く皆
様のお力になれるよう精一杯努力させてい
ただきます。宜しくお願いいたします。

瀧
たき

上
がみ

　心
ここ

音
ね

沼田支所貯金共済課に配属になりまし
た。
丁寧な仕事をして皆様に貢献できるよう

努めていきますので、どうぞよろしくお願
いいたします。

沼田支所貯金共済課貯金係

赤
あか

石
いし

　朝
あさ

陽
ひ

生産資材事業部生産資材課
生産資材係

生産事業部生産資材課に配属になりまし
た。　　
ＪＡ職員の一人として組合員の皆様に貢

献出来るように頑張りたいと思います。よ
ろしくお願いします。
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転
入
者

森
　
　
久
夫
　
地
域
第
二
係
長

（
後
志
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

玉
井
　
雅
浩
　
主
査
（
地
域
支
援
）

（
日
高
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

山
本
　
大
貴
　
専
門
普
及
指
導
員

（
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
名
寄
支
所
）

道
畑
　
乃
映
　
普
及
指
導
員

（
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

令和８年度
空知農業改良普及センター北空知支所

（職員数20名）
担当地区

第一係 深川市 石川 美貴 係長 （水稲）
玉井 雅浩 主査 （野菜）
池田　祐規子 専主 （果樹）  

専普 （水稲）
平石 瑠偉 専普 （果樹）
犬塚 紫耀 専普 （畑作）
山本 大貴 専普 （野菜）

第二係 妹背牛町 森 久夫 係長 （畑作）
秩父別町 赤池 利恵 主査 （花き）
沼田町 志和 一也 専主 （野菜）

酒井 紀彰 専主 （畑作）
河野 祐汰 専普 （野菜）
近藤 睦 専普 （水稲）
葉山 秀太 普職
北島 潤 係長  （畑作）

専普 （水稲）
山角 侑生 普指 （野菜）
道畑 乃映 普指 （野菜）
倉下 桂輔 専職

※専主：専門主任、専普：専門普及指導員、普指：普及指導員、
   専職：専門普及職員、普職：普及職員
※畜産業務は各係長が対応する

担当者（専門項目）分区

地
 
域
 
班

石
村
博
之
支
所
長
︵
畑
作
︶

山黒　彩菜

長田　隼一
第三係 雨竜町

北竜町

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

北
空
知
支
所
　
人
事
異
動

退
職
者

　
北
山
　
政
幸

転
出
者

　
辻
　
　
英
敏
　
地
域
第
二
係
長

　（
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

　
齋
藤
太
香
詞
　
主
査
（
畜
産
）

　（
宗
谷
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

　
安
藤
今
日
子
　
専
門
普
及
指
導
員

　�（
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
）

　
大
平
　
真
由
　
普
及
指
導
員

　（
胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
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マネロン・金融犯罪対策への取組
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農農機機具具購購入入・・ビビニニーールルハハウウススななどどのの資資材材・・設設置置費費用用にに！！！！

【【変変動動金金利利】】

年2.30% 年年

借借入入当当初初5年年間間

【【借借入入要要件件】】
・・おお借借入入れれ金金額額がが１１００００万万円円以以上上でで、、金金利利適適用用期期間間内内ででののおお借借入入
申申込込みみままたたはは、、おお借借入入ししたた場場合合にに限限りりまますす。。
・・当当ＪＪＡＡよよりりごご購購入入のの場場合合のの金金利利ととななっってておおりりまますす。。
・・ごご返返済済はは元元金金均均等等 年年１１回回 返返済済(毎毎年年１１１１月月２２５５日日)でですす。。
・・農農業業信信用用基基金金協協会会のの保保証証がが必必要要ととななりりまますす。。

【【固固定定金金利利】】

年2.40%

※※令令和和8年年5月月1日日現現在在

年年

JA 共済より
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自動車学校
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配置薬

JA
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ＪＡ北いぶき

本　　　所　共　済　課　0164-33-2011
本　　　所　共済普及課　0164-33-2011
妹背牛支所   貯金共済課　0164-32-2451
沼 田 支 所　貯金共済課　0164-35-2221
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JA 共済より
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JA 共済より
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3 月 13日
JA北いぶき女性部と
参与との懇談会を
開催しました

４月６日
元気塾の様子

播種作業を行う
前川　銀志さん

（秩父別地区・北新）
4月 14日撮影

第 2回現地研修会の様子
（上）妹背牛地区　4月 27日開催
（右）秩父別地区　4月 28日開催
（左）沼　田地区　4月 30日開催

播種作業を行う
桝田　浩孝さん

（沼田地区・沼田西部）
4月 17日撮影
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※広報誌に掲載された写真及び記事については、JA北いぶきのホームページにて使用させていただく場合がありますので、ご了承願います。
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